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相
良
村
合
併
50
周
年
記
念
式
典

 

旧
四
浦
村
と
旧
川
村
が
昭
和
31

年
９
月
１
日
に
合
併
し
て
50
年

を
迎
え
、
こ
れ
を
記
念
し
、
10

月
29
日
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

 

式
典
で
は
、
矢
上
村
長
の
式
辞

が
述
べ
ら
れ
た
後
、
各
部
門
の

功
労
者
へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、

元
収
入
役
の
俣
山
重　

さ
ん
が

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

「
相
良
村
が
誕
生
し
て
五
十
年
、
今
、

思
う
こ
と
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

作
文
を
募
集
し
、
最
優
秀
作
文
（「
広

報
さ
が
ら
」
10
月
号
で
紹
介
）

に
選
ば
れ
た
中
学
２
年
の
白
砂

加
代
子
さ
ん
の
朗
読
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
村
外
来
賓
の
祝
辞

が
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
郷

土
芸
能
の
祝
い
の
舞
が
披
露
さ
れ
、

会
場
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
会

場
内
に
は
、
文
化
協
会
の
作
品

も
多
数
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
と
延
べ
２
３
６
の
被

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

﹇
自
治
功
労
者
﹈

○
助
役
と
し
て
村
政
の
発
展
に

寄
与

　

中
村　

司
朗　

  

原
先　

利
文

○
収
入
役
と
し
て
村
政
の
発
展

に
寄
与

　

俣
山　

重　
　

  

田
端　

洋
一

○
議
会
議
員
と
し
て
村
政
の
発

展
に
寄
与

　

尾
方　
　

實　

  

豊
福　

寅
熊

　

堀
川　

金
泰　

  

綱
木　

國
暉

　

大
土
手
良
助　

  

白
石　

孝
治

　

藤
村　

至
誠　

  

岩
本　
　

照

　

中
村　

聖
二　

  

小
村　
　

仁

　

山
村　

富
一
（
故
）
桑
原　

親
男

　

西
村　

忠
孝　

  

松
永　

重
宣

　

宮
田　

光
秋　

  

茂
吉　

隆
典

　

加
江
優
一
郎　

  

友
田　

政
春

　

小
善　

満
子

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し

て
明
正
選
挙
に
寄
与

　

坂
本　
　

智　

  

内
川　
　

次

　
　

肥　

聖
嘉　

  

宮
原　

春
隆

　

緒
方　

浩
美

○
監
査
委
員
と
し
て
健
全
な
財

政
運
営
に
寄
与

　

大
和　
　

隊　

  

小
村　
　

仁

　

岡
村
安
一
郎

○
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員

と
し
て
村
政
の
発
展
に
寄
与

　

内
川　
　

次　

  

白
石　

重
稔

　

鳥
越
マ
ツ
エ　

  

松
永　

重
宣

　

宮
原　

春
隆　

  

西　
　

一
郎

　

中
村　

聖
二　

  

西
橋　
　

毅

　

堀
川　

泰
注　

  

緒
方
俊
一
郎

　

中
村　

重
道　

  

岩
本　

正
輝

　

岡
村
安
一
郎　

  

甲
斐　

隆
敏

○
総
合
計
画
審
議
会
委
員
と
し

て
村
政
の
発
展
に
寄
与

　

冨
尾　

鐵
守　

  

那
須　

吉
郎

　
　

野　

隆
邦　

  

甲
斐　

隆
敏

　

田
中　

繁
喜
（
故
）
赤
坂　

英
二

　

西
浦　
　

弘　

  

豊
原　

文
雄

　

平
川　

利
治　

  

渡
邊　

和
夫

　

中
竹
サ
ワ
子　

  

山
北
意
気
男

　

堀
川　

泰
注

○
固
定
資
産
評
価
員
と
し
て
税

行
政
に
寄
与

　

中
村　

司
朗　

  
原
先　

利
文

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
と
し
て
税
行
政
に
寄
与

　

山
口　

堅
吾　

  

白
石　

重
稔

　

平
川　

利
治　

  

西　

昭
次
郎

　

上
村　

孝
紀

○
区
長
と
し
て
村
政
の
発
展
に

寄
与

　

宮　
　

富
生　

  

西
田　

健
児

　

緒
方　

浩
美　

  

白
石　
　

幸

　

山
村　

謙
藏　

  

横
山　

良
継

　

尾
方　

国
良

﹇
産
業
功
労
者
﹈

○
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
農

政
の
振
興
に
寄
与

　

下
村　

重
人　

  

古
川　

十
市

　

畠
山　

堅
治　

  

池
田　

惠
次

　

中
村　

聖
二　

  

加
江　

文
機

　

内
田　

正　
　

  

椎
葉　

敏
幸

　

平
川　

一
之　

  

荒
川　

和
清

　

赤
坂　

成
子　

  

林
田　

俊
明

　

（
故
）宮
原　

博
志　

堀
川　

泰
注

　

綱
木　

國
暉　

  

米
田　

一
喜

　

金
田
き
く
み　

  

桑
原　

幸　

　

土
屋　

喜
義　

  

溝
口　

輝
明

　

渡
邊　

和
夫　

  　

岡　

重
盛

　

松
本　

武
明　

  

大
塚
淳
六
郎

　

東　
　

敬
志　

  

西
村　

俊
則

　

伊
東　

伸
明

○
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協

議
会
委
員
と
し
て
農
政
の
発
展

に
寄
与

　

豊
福　

寅
熊　

  

山
村　

富
一

　

綱
木　

國
暉　

  

永
田　

熊
信

　

（
故
）赤
坂　

英
二　

米
田　

一
喜

　

藤
村　

至
誠　

  

平
山　

義
幸

　

堀
川　

泰
注

○
村
有
林
巡
視
員
と
し
て
財
産

管
理
に
寄
与

　
　

田　

架
雄　

  

緒
方　

岩
美

　

森
口　

直
重　

  

上
村　
　

己

　

藤
村　

正
八　

  　

岡　

勝
幸

　

竹
松　

春
男　

  

椎
葉　

干
城

式典では各部門代表者へ感謝状贈呈

新村建築踊り 上川下獅子踊り 永江太鼓踊り

郷
土
芸
能
、祝
い
の
舞
を
披
露
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相
良
村
が
誇
る
作
家
、

小
山
勝
清
の
生
涯
を

展
示

﹇
教
育
功
労
者
﹈

○
教
育
委
員
と
し
て
教
育
の
振

興
に
寄
与

　

東　
　

千　
　

  

緒
方　

典
壽

　

那
須　

吉
郎　

  

生
田　

静
子

　

池
井　

浩
之　

  

西
浦　
　

弘

　

權
頭　
　

博　

  
川
邊　
　
　

○
社
会
教
育
委
員
と
し
て
社
会

教
育
の
振
興
に
寄
与

　

志
波　

直
記　

  

田
村　

與
一

　

内
川　
　

次　

  

堀
川　

正
子

　

犬
童　

倫
子　

  

安
部　

弘
昭

　

池
井
久
美
子　

  

緒
方
眞
喜
代

　

池
井　

浩
之　

○
学
校
医
と
し
て
村
内
児
童
生

徒
の
健
康
管
理
に
寄
与

　

（
故
）
竹
田　

卓
哉　

緒
方　

俊
博

　

緒
方
俊
一
郎　

  

權
頭　
　

博

　

豊
永　

左
近

○
体
育
指
導
員
と
し
て
社
会
体

育
の
振
興
に
寄
与

　

木
村　
　

隆　

  

大
俣　

勝
義

　

西　
　

安
市　

  

山
之
内
信
利

　

大
塚　

昌
博　

  

永
井　

義
武

　

礒
田
み
な
子　

  

赤
池　

正
也

○
文
化
財
保
護
委
員
と
し
て
文

化
財
の
保
護
に
寄
与

　

緒
方　

正
明　
（
故
）
西　
　

利
光

　

尾
方　

岩
美　

  

松
永　

重
宣

　

上
村　

孝
紀

﹇
福
祉
功
労
者
﹈

○
民
生
委
員
と
し
て
社
会
福
祉

に
寄
与

　

椎
屋　

孝
雄　

  

田
頭　

明
子

　

坂
口　

信
子　

  

伊
東　

政
継

　

米
田
美
巴
子　

  

西
小
路
絹
代

　

岩
本　

正
輝　

  

横
山　

紘
子

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
社
会
福
祉
に
寄
与

　

中
村　

聖
二　

  

平
田　

春
喜

　

瀬
原　

朝
香　

  

永
田　

伸
継

　

中
竹
サ
ワ
子　

  

緒
方
俊
一
郎

　

權
頭　
　

博

○
村
医
と
し
て
村
民
の
健
康
管

理
に
寄
与

　

緒
方　

俊
博　

  

緒
方
俊
一
郎

　

權
頭　
　

博

○
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
委

員
と
し
て
村
民
の
健
康
増
進
に

寄
与

　

堀
川　

正
子　

  

池
井
久
美
子

　

緒
方　

俊
博　

  

緒
方
俊
一
郎

　

權
頭　
　

博　
  

緒
方　

浩
美

﹇
防
犯
防
災
功
労
者
﹈

○
消
防
団
長
・
副
団
長
と
し
て

消
防
行
政
に
寄
与

　

豊
永　

守
伸　

  　

岡　

重
盛

　

吉
松　

利
則

○
交
通
指
導
員
と
し
て
交
通
安

全
の
啓
発
指
導
に
寄
与

　

内
川　
　

次　

  

野
村　

孝
義

　

宮
原　

春
隆　

  

上
村　

義
行

　
　

田　

克
秀　

  

吉
松　

盛
行

　

平
山　

茂
光　

  

棟
本　

宗　

　

田
山　

和
則　

  

山
田　

次
郎

　

西　
　

藤
六　

  

岩
坂　

博
之

　

山
口　

庄
一　

  

米
田　

孝
士

　

坂
本　
　

修　

  

山
口　

弘
幸

　

林
田　

一
人　

  

楮
木　

一
男

　

赤
池　

武
敏　

  

池
田　

勝
晴

　

十
津
川
一
義　

  

中
村　

義
隆

　

尾
方　

則
光　

  

永
田　

譲
二

　

宮
田　

保
一　

  

宮
村　

千
敏

○
樋
門
操
作
員
と
し
て
河
川
管

理
に
寄
与

　

内
川　
　

次　

  

新
嶋　

長
男

　

平
川　

義
澄　

  

甲
斐　

信
夫

　

（
故
）
山
口　

清
一　

内
川　

繁
則

　

新
嶋　
　

修　

  

溝
口　

和
美

　

西
村　

俊
則　

  

上
村　

孝
紀

　

綱
木　

哲
郎　

  

田
中　

清
勝

　

岩
本　

孝
男　

  

緒
方　

盛
光

﹇
特
別
表
彰
﹈

○
昭
和
31
年
当
時
、
議
員
と
し

て
旧
四
浦
村
と
旧
川
村
の
合
併

そ
の
後
の
相
良
村
の
発
展
に
ご

尽
力

　

池
田　
　

武　

  

愛
甲　
　

正

　

福
山　
　

仁

○
介
護
老
人
福
祉
施
設
及
び
介

護
老
人
保
健
施
設
を
設
置
経
営

し
地
域
の
社
会
福
祉
の
向
上
に

貢
献

　

社
会
福
祉
法
人　

ペ
ー
ト
ル
会

○
知
的
障
害
者
授
産
施
設
を
設

置
経
営
し
地
域
の
社
会
福
祉
の

向
上
に
貢
献

　

社
会
福
祉
法
人　

ひ
ま
わ
り
会

○
精
神
障
害
者
授
産
施
設
を
設

置
経
営
し
地
域
の
社
会
福
祉
の

向
上
に
貢
献

　

社
会
福
祉
法
人　

友
愛
苑

○
保
育
園
・
幼
児
園
を
設
置
経

営
し
児
童
の
健
や
か
な
る
成
長

に
貢
献

　

暁
保
育
園　

な
つ
め
保
育
園

　

和
光
幼
児
園

○
不
発
弾
処
理
に
お
い
て
献
身

的
に
貢
献

（
資
）新
堀
産
業
・
竹
崎
建
設（
有
）・

（
有
）田
中
土
建
・（
株
）技
建
日
本

○
バ
ス
停
留
所
設
置
な
ど
地
域

の
発
展
に
貢
献

　

相
良
技
術
研
究
会

﹇
記
念
作
文
表
彰
﹈

〜
テ
ー
マ
「
相
良
村
が
誕
生
し

て
50
年
、
今
、
思
う
こ
と
」
〜

○
最
優
秀
賞

　

白
砂
加
代
子　

　
　

（
相
良
中
学
校
２
年
）

○
優
秀
賞

　

米
田　

裕
弥　

　
　

（
相
良
中
学
校
３
年
）

　

荒
川　

留
伊　

　
　

（
相
良
南
小
学
校
５
年
）

　

山
村　

孝
一　

　
　

（
相
良
北
小
学
校
６
年
）

♪
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
♪

　

午
後
４
時
か
ら
は
永
江
出
身

の
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
の
中
竹
英
昭

さ
ん
を
含
む
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団

メ
ン
バ
ー
６
人
に
よ
る
室
内
楽

演
奏
会
が
あ
り
、
約
４
０
０
人

が
日
本
最
高
峰
の
音
楽
を
間
近
で
、

楽
し
み
ま
し
た
。

朗読する
白砂さん
朗読する
白砂さん

ふるさと館内の様子書籍の一部

演奏中の中竹さん

　

10
月
22
日
か
ら
11
月
12
日

ま
で
「
茶
湯
里
」
隣
の
「
ふ
る

さ
と
館
」
で
、
小
山
勝
清
展
が

開
か
れ
、
本
村
が
生
ん
だ
偉
大

な
作
家
小
山
勝
清
氏
の
約
三
百

点
の
貴
重
な
作
品
や
遺
品
な
ど

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
３
週
間
で
、

千
人
を
超
え
る
人
が
来
場
さ
れ

ま
し
た
。

生
誕
百
十
年
記
念
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私
が
誕
生
し
て
10
年
。
そ
れ

よ
り
前
の
私
の
お
父
さ
ん
が
誕

生
す
る
前
か
ら
あ
る
相
良
村
、

私
も
大
好
き
で
す
。

　

特
に
、
自
然
に
囲
ま
れ
て
い

る
所
が
好
き
で
す
。

　

自
然
は
、
失
っ
て
は
い
け
な

い
も
の
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

美
し
い
川
辺
川
。
川
の
め
ぐ
み

に
よ
っ
て
作
物
も
育
ち
、
生
き

物
た
ち
も
川
を
住
み
家
と
し
て

い
ま
す
。
山
林
に
は
、
虫
が
い

て
こ
の
夏
も
、
か
ぶ
と
虫
や
く

わ
が
た
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、

と
て
も
い
い
か
ん
き
ょ
う
の
中

で
生
活
し
て
い
る
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　

私
が
大
人
に
な
っ
て
も
、
相

良
村
の
自
然
を
守
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
が
二
つ
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
川
や
道
、
山
な

ど
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
は
、
学
校
の
ク
リ
ー
ン

作
戦
で
学
校
の
ま
わ
り
の
ゴ
ミ

拾
い
を
し
た
時
に
、
思
っ
て
も

い
な
い
ほ
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
や
空

き
か
ん
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
に
、

び
っ
く
り
し
た
か
ら
で
す
。
一

人
一
人
の
心
が
け
で
、
ゴ
ミ
は

な
く
せ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
生
き
物
を
大
事

に
す
る
こ
と
で
す
。
生
き
物
は
、

大
き
な
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

人
間
か
ら
き
ら
わ
れ
る
ハ
チ
だ

っ
て
、
花
の
み
つ
を
取
り
、
花

に
命
を
あ
た
え
て
い
る
の
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
を

み
ん
な
が
守
っ
て
く
れ
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
こ
の
美
し
い
相
良

村
の
自
然
は
、
守
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

私
の
家
は
農
家
を
し
て
い
ま
す
。

昔
は
、
農
業
を
す
る
人
が
多
か

っ
た
の
に
、
今
で
は
減
っ
て
き

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

私
が
大
人
に
な
っ
た
ら
、
自
然

と
と
も
に
仕
事
が
で
き
る
農
業

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
父
や
母
の
仕
事
を
見

て
決
め
ま
し
た
。
天
候
に
左
右

さ
れ
た
り
、
大
変
な
こ
と
も
多

い
で
す
。
け
れ
ど
、
愛
情
を
や

れ
ば
や
っ
た
だ
け
、
生
長
の
喜

び
は
、
大
き
く
な
る
の
だ
そ
う

で
す
。
自
然
の
あ
り
が
た
さ
を
、

伝
え
る
、
そ
ん
な
農
業
が
で
き

た
ら
い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

「
農
業
っ
て
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ

い
ん
だ
。」

と
思
っ
て
、
や
っ
て
く
れ
る
人

が
増
え
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

　

そ
し
て
、
相
良
村
に
育
っ
て
、

も
っ
と
こ
の
村
の
よ
さ
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
勉
強
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

百
周
年
の
と
き
、
私
は
六
十

才
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
、
も
っ

と
も
っ
と
、
ほ
こ
れ
る
相
良
村

に
し
て
み
せ
ま
す
。

　

僕
は
、
相
良
村
は
、
自
然
に

囲
ま
れ
て
い
て
と
て
も
す
ば
ら

し
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
が

こ
の
15
年
間
生
き
て
き
て
「
相

良
村
に
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
思
う
こ
と
を
い
く
つ
か
紹
介

し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
自
然
に
つ
い
て
で
す
。

相
良
村
に
は
、
川
辺
川
が
あ
り

ま
す
。
川
辺
川
は
日
本
で
と
て

も
き
れ
い
な
川
で
有
名
で
す
。

僕
は
い
つ
も
川
辺
川
を
見
て
き

ま
し
た
。
い
つ
見
て
も
あ
き
な

い
川
辺
川
で
す
。
夏
の
シ
ー
ズ

ン
に
な
る
と
毎
年
川
辺
川
で
僕

た
ち
は
泳
ぎ
ま
す
。
川
が
緑
色

で
水
面
が
太
陽
に
照
ら
さ
れ
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
輝
き

ま
す
。
泳
い
で
み
る
と
と
て
も

冷
た
く
て
気
持
ち
い
い
で
す
。

僕
は
こ
ん
な
川
辺
川
が
と
て
も

好
き
で
自
慢
の
川
で
す
。

　

次
に
、
お
茶
で
す
。
相
良
村

を
見
わ
た
し
て
み
る
と
田
ん
ぼ

や
お
茶
畑
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

お
茶
は
き
れ
い
に
並
ん
で
い
て

お
茶
つ
み
の
時
期
に
な
る
と
お

茶
が
一
面
緑
色
の
じ
ゅ
う
た
ん

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
帰
る
と

き
に
い
つ
も
見
る
景
色
で
す
が
、

と
て
も
き
れ
い
で
見
て
い
る
と

思
わ
ず
「
き
れ
い
か
ね
え
」
と

言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
の
美
し
い
茶
畑
か
ら
と
れ
る

お
茶
は
と
て
も
お
い
し
く
て
格

別
で
す
。
僕
は
毎
日
朝
は
お
茶

を
飲
み
ま
す
。
そ
う
す
る
と
一

日
が
、
が
ん
ば
れ
る
気
が
し
ま
す
。

だ
か
ら
相
良
村
の
お
茶
は
最
高

で
す
。
ほ
か
に
も
自
然
で
言
う

と
ア
ユ
、
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

や
ホ
タ
ル
、
百
年
杉
な
ど
た
く

さ
ん
の
自
慢
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

相
良
村
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
は
、

茶
湯
里
と
い
う
温
泉
と
宿
泊
施

設
が
あ
り
ま
す
。
僕
は
、
よ
く

温
泉
に
入
り
に
行
き
ま
す
。
と

て
も
気
持
ち
が
よ
く
疲
れ
が
す

ぐ
と
れ
て
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
温

泉
か
ら
上
が
っ
た
後
の
ア
イ
ス

や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
飲
む
と
き
は
、

と
て
も
お
い
し
い
で
す
。
こ
ん

な
茶
湯
里
は
す
ば
ら
し
い
施
設

で
す
。

　

今
僕
は
、
相
良
中
学
校
に
通

っ
て
い
ま
す
。
相
良
中
は
相
良

南
中
と
相
良
北
中
が
合
併
し
て

４
年
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
そ

の
相
良
中
の
三
年
生
で
す
。
入

学
し
た
こ
ろ
に
は
、
も
う
相
良

中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で

は
相
良
中
の
三
年
生
と
な
り
す

で
に
半
年
以
上
が
過
ぎ
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
相
良
中
か
ら
卒
業
し

て
し
ま
う
の
で
た
く
さ
ん
の
思

い
出
を
作
っ
て
卒
業
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
他
お
世
話
に

な
っ
た
と
こ
ろ
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
相
良
南
小
は
僕
が
卒

業
し
た
小
学
校
で
す
。
今
で
も

そ
の
と
き
の
先
生
な
ど
を
覚
え

て
い
ま
す
。
相
良
村
役
場
は
、

行
事
の
と
き
な
ど
に
よ
く
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も

川
辺
川
園
も
あ
り
ま
す
。
小
学

校
の
時
に
紙
芝
居
を
読
ん
だ
り
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
と
ふ
れ
合
い
、
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、

新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
の
が
あ

さ
ひ
ヶ
丘
で
の
施
設
で
す
。
そ

の
時
は
、
あ
さ
ひ
ヶ
丘
の
人
た

ち
と
交
流
会
を
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
び
っ
く
り
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
あ
さ
ひ

ヶ
丘
の
ひ
と
た
ち
は
障
害
者
の

合
併
50
周
年
記
念
作
文

優
秀
賞

「
相
良
村
が
誕
生
し
て
五
十
年
、

  

今
、
思
う
こ
と
」

「
相
良
村
が
誕
生
し
て
五
十
年
、

  

今
、
思
う
こ
と
」

　
　

相
良
南
小
学
校
５
年

　
　
　
　
　

荒　

川 　

留　

伊

優
秀
賞

　
　

相
良
南
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　

米　

田　

裕　

弥
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方
々
で
し
た
。
障
害
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
少
し
も
感
じ
さ
せ

ず
に
こ
ん
な
に
い
ろ
ん
な
こ
と

が
で
き
る
ん
だ
な
あ
と
実
感
し

た
こ
と
で
す
。
僕
は
今
思
う
と

今
ま
で
に
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん

の
施
設
や
す
ば
ら
し
い
人
た
ち

に
出
会
え
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
、
僕
は
こ
の
す
ば
ら
し
い

相
良
村
の
未
来
は
ど
う
な
る
の

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
未

来
の
相
良
村
を
想
像
す
る
な
ら

今
ま
で
ど
お
り
に
こ
の
た
く
さ

ん
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
た
く
さ

ん
の
人
が
相
良
村
に
い
る
と
い

う
こ
と
が
未
来
の
相
良
村
で
あ

っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、

充
実
し
た
施
設
で
、
人
々
の
活

気
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
村
で
あ
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

相
良
村
が
誕
生
し
て
50
年
、
今
、

思
う
こ
と
は
、
も
し
、
こ
の
相

良
村
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
い
つ
ま
で
も
相
良
村
を
誇

り
に
思
え
る
よ
う
に
し
た
い
し
、

こ
の
相
良
村
で
育
っ
た
こ
と
が

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
僕
は
、

相
良
村
に
と
て
も
感
謝
し
な
が

ら
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

今
後
も
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

平
成
18
年
度
の
村
教
育
研
究

発
表
会
が
11
月
５
日
総
合
体
育

館
の
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
育
関
係
者
お
よ
び
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
が
参
加
し
、
次
の
と
お
り

研
究
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。

・
「
確
か
な
読
み
を
ふ
ま
え
、
自

分
の
考
え
を
持
ち
、
進
ん
で
表

現
で
き
る
児
童
の
育
成
」

相
良
南
小
学
校　

藤
原
康
人
教
諭

・
「
思
考
力
、
表
現
力
を
高
め
る

た
め
に
」

相
良
北
小
学
校　

尾
方
久
生
教
諭

・「
楽
し
く
学
ぶ
生
徒
の
育
成
」

相
良
中
学
校　
　

小
川
一
代
教
諭

　

そ
の
後
、
記
念
講
演
で
は
、「
小

山
勝
清
の
生
涯
」
と
題
し
て
、

郷
土
史
家
の
渋
谷
敦
氏
と
、「
父
、

小
山
勝
清
を
語
る
」
と
題
し
て
、

元
村
教
育
長
の
小
山
ナ
ヲ
エ
氏

が
各
30
分
の
短
い
時
間
で
小
山

勝
清
氏
に
つ
い
て
語
ら
れ
、
そ

の
偉
大
さ
を
改
め
て
認
識
で
き

ま
し
た
。

　

球
磨
人
吉
中
体
連
駅
伝
競
走

大
会
が
10
月
24
日
、
あ
さ
ぎ
り

町
の
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
女
子
の
部
で
参
加
し

た
相
良
中
は
、
１
年
生
３
名
、

２
年
生
６
名
、
３
年
生
１
名
の

計
10
名
（
補
欠
含
む
）
の
メ
ン

バ
ー
で
出
場
し
、
入
賞
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
16
位

か
ら
今
回
11
位
に
上
が
り
、
躍

進
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
男
子
の

部
は
１
年
生
１
人
、
２
年
生
２
人
、

３
年
生
７
人
（
補
欠
含
む
）
昨

年
よ
り
１
つ
上
が
り
、
今
回
は

12
位
の
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
村
教
育
委
員
会
主

催
の
教
育
講
演
会
が
総
合
体
育

館
研
修
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
大
学
大
学
院
教
授
の
三

池
輝
久
先
生
が
、
「
不
登
校
長
期

化
の
予
防
と
対
策
」
と
題
し
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含
む
約
１
３
０

人
が
参
加
し
、
「
不
登
校
に
な
ら

な
い
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
十
分
な
睡
眠
時
間
を
取

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
は
家
族
の
協
力
が
必
要
」

と
言
わ
れ
る
三
池
先
生
の
言
葉
に
、

う
な
づ
い
て
い
ま
し
た
。

平
成
18
年
教
育
講
演
会

中
体
連
駅
伝
大
会

女
子
の
部
で
躍
進
賞
！

毎
日
の
睡
眠
を
十
分
に
! !

教
育
研
究
発
表
と
小
山
勝
清
記
念
講
演

三池先生

女子の部のスタート

小川教諭の教育発表

小山勝清氏の長女小山ナヲエさん郷土史家　渋谷敦氏

合
併
50
周
年
記
念　
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朝霧の中
グラウンドゴルフ大会

村GG協会主催
グラウンドゴルフ大会

農業経営統計調査協力者

　第 19 回村グラウンドゴルフ協会（後期）

大会が 10 月 26 日総合運動公園で 61 名が参

加して開催されました。

　10 月は『シルバー人材センター事業普及啓発促進月

間』と定められており、本村では、村シルバー人材セ

ンターの会員により 10 月 13 日茶湯里近辺の道路の空

き缶拾い等のボランティア活動を実施されました。

　約 1 時間半で会員約 30 名が軽トラック 1 台分のごみ

を拾い、分別後処理されました。

　また、奉仕作業終了後は、総合運動公園において、

グラウンドゴルフを楽しみ親睦が図られました。

白石さんが農林水産大臣感謝状
を受賞

「シルバーの日」に空き缶拾い

合併50周年記念　

内田志満喜さんが「楽しくスマートにプレーすることを
誓います」と選手宣誓

　第 11 回村民グラウンドゴルフ大会が 10 月 17 日に総

合運動公園で開催されました。

　朝霧が深い中での大会となりましたが、参加者は霧

に関係なくプレーを楽しみました。

　大会終了後は、人吉警察署より高齢者の交通安全に

ついての講話があり、参加者は熱心に耳を傾けていま

した。

いいところへ行ったかな？

優勝　内田志満喜

２位　赤坂　　勝

３位　木村ヒデ子

４位　大和　　隊

５位　倉田　長人

結果は次のとおりです。（敬称略）

「自主・自立・協同・共

助」が理念で活動。随時

会員を募集しています。

【問合せ先】

相良村シルバー人材セ

ンター　☎ 35－1101

　このほど熊本市の合同庁舎において、農林

水産大臣感謝状及び表彰状伝達式が開催され

本村では、毎日の農業収支全般、毎日の農作

業時間等のとりまとめ集計を行う農業経営統

計調査に１０年にわたり協力されている白石

悌二さん (43) に感謝状と記念品が贈られまし

た。

　伝達式は「統計の日」の記念行事として行

われており、本年は県内で農林水産統計調査

への協力功労者７９人に南部明弘九州農政局

長から感謝状と記念品が贈られました。

　なお、農業経営統計調査は動向統計、部門

別統計、農畜産物生産費統計等として取りま

とめ農業施策の

基礎資料や、農

家の経営改善の

ための基本デー

タとして広く活

用されています。

 受賞おめでとう   

　ございます。

○最高齢者賞

　男性　松本　　　守（92 歳）

　女性　　無田オヨシ（81 歳）

○ホールインワン賞　39 名

大会の結果は次のとおりです。（敬称略）

○大会

　優勝　椎葉　シマエ

　２位　大和　隊

　３位　豊永　親

　４位　上原　　

　５位　山北　エイ子
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四 浦 祭

『球磨川に育まれた食の祭典』
150品のメニューでおもてなし

　11 月３日四浦阿蘇神社境内において、四浦祭がありま

した。地元の皆さんによる手作りのお祭りは、村内の各地

からも多くの人が参加して、とても賑わいました。

　会場内は、特設ステージが設けられ、ダンスやカラオケ

などを出場者・観客共に、楽しまれました。また、出店も

あり、ビールや焼き鳥、豆腐の販売などもありました。

　
華やかな踊りの披露

グリーンツーリズムとは・・・
　緑豊かな農村地域において、その自然、文化、人々との交流を楽しむ、滞在型の余暇活動で
あり、ひとことで言うと、「農村で楽しむゆとりある休暇」のことです。

　「くまもと国際グリーン・ツーリズムシンポジウム in 人吉球磨」が、人吉球磨グリーン・ツーリズム推

進協議会の主催で、１１月７日に人吉カルチャーパレスで開かれました。　　

　第１部の国際グリーン・ツーリズムフォーラム～グリーン・ツーリズムの魅力と可能性について語る～

では、イギリスから民宿経営で高い評価を得ているジュリエット・ウイリアム氏の基調講演などがありま

した。

　第２部では、スポーツパレスにおいて、球磨川に育まれた食の大祭典～食の匠たちによるおもてなし～

を人吉球磨の食の匠による手料理１５０品が、各市町村ごとのテーブルに並べられ、全国各地から参加し

た人に地元の食材を使った料理を味わっても

らいました。　　

　本村からは、鮎・四浦こんにゃく料理など

１１品が並べられました。１品１品、味わう

参加者から、材料や作り方を尋ねられたりと、

大変好評でした。

相良女性の会手作り料理の並んだテーブルは大人気！ 竹で作ったコップと皿

山菜おこわ 山菜にしめ 天然鮎の塩焼き 茶どうふ

ちゃっ栗万十お茶万十白和え ちぎりこんにゃく 刺身 ずんだ和え

四浦こんにゃくアラカルト四浦こんにゃくアラカルト

天然鮎とトイモの酢の物



広報 ８

第６号

教育委員会  社会教育係
☎ ３５-１０３９

生涯学習に関する問い合わせ

生涯学習のひろば生涯学習のひろば生涯学習のひろば
いつでも どこでも だれでも いま広がる 生涯学習いつでも どこでも だれでも いま広がる 生涯学習いつでも どこでも だれでも いま広がる 生涯学習

相良村公民館運営審議会

　相良村では、熊本県生涯学習センターと共催し、

下記のとおり講演会を開催いたします。

　今回は、臨床の現場での活動とともに、KKT テ

レビタミンのコメンテーターなどでも活躍されて

いる、岡崎先生を講師に迎え、子どもたちとの関

わり方について、楽しく学ぶことができます。

　是非この機会にご参加ください。

記

１　日　時　１２月１３日（水） 午後２時～

２　場　所　相良村総合体育館　１階研修室

３　内　容　演題：「かわいい孫の愛し方」

　　　　　　講師：岡崎 光洋 先生

                 （臨床心理士）

４　その他　参加希望の方は、お名前を教育委員

　　　　　　会までお知らせください。

　相良村では、食育に関する講演会を下記のとお

り開催いたします。（後援：相良村婦人会）

　今回は、食育のスペシャリストでもある猿渡先

生を講師に迎え、子どもと食事の大切さなどにつ

いて大変貴重なお話が聞けると思います。

　どなたでもご参加いただけますので、多くの方

のご来場をお待ちしています。

記

１　日　時　１２月３日（日） 午前１０時～

２　場　所　相良村総合体育館　１階研修室

３　内　容　演題：「今、子どもたちの食が危ない！」

　　　　　　講師：猿渡 ヒサ子 先生

                 （熊本県栄養士会）

４　その他　参加希望の方は、お名前を教育委員

　　　　　　会までお知らせください。

生涯学習ワード①「公民館運営審議会」

子 育 て 応 援 講 座
「岡崎光洋氏講演会」

食 に つ い て 考 え る
「猿渡ヒサ子氏講演会」

生涯学習講演会のお知らせ

　社会教育法第２９条第1項に基づいて設置されて

いるもので、公民館の運営、活動方針等について、

調査、審議する機関です。

　委員は、村内の学校長、社会教育関係団体の代

表者や、学識経験者の中から、教育委員会が選任

します。本村では、定数８名、任期２年です。

　去る７月１３日（木）、ふるさと館において相

良村公民館運営審議会の初会議が開催されました。

　本村では、審議会委員を社会教育委員と兼ねて

おり、８名の委員で構成しています。（下記）

　委員の互選により、会長に池井浩之氏、副会長

に紫安まき子氏の各氏を決め、平成１８年度の事

業計画、社会教育活動方針などを審議しました。

　今後も、本村の充実した社会教育振興を図るため、

更なる調査、審議を行います。

記

相良村公民館運営審議会委員（社会教育委員）

会　長：池井浩之（村生涯学習センター運営委員長）

副会長：紫安まき子（相良村婦人会長）

委　員：村橋勝記（相良中学校長）、中原修身（相良      

　　　　南小学校長）、中村和弘（相良北小学長）、

　　　　豊福寅熊（村老人クラブ連合会長）、迫田鶴

　　　　夫（村文化協会長）、前田博典（村PTA連絡

　　　　協議会長）

　是非、地域の生涯学習活動に役立ててみませんか？

　相良村生涯学習センターがサポートし、その特技

を活かした講座の企画を実現いたします。

活動例：スポーツ、手芸、書道、園芸、パソコン等

◎お問い合わせ：教育委員会（☎３５－１０３９）

　　　　　生涯学習センター（☎３６－０１２１）

あなたの特技を活かしてみませんか？
様々な特技をお持ちのあなた！！

 特技を活かしたいとお考えのあなた！！
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今
年
10
月
か
ら
受
給
者
の
皆

様
の
現
況
（
生
存
）
確
認
は
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
12
月
生

ま
れ
の
方
か
ら
現
況
届
の
提
出

は
原
則
と
し
て
不
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
方
は
こ
れ
以

後
も
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

① 

社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い

る
本
人
基
本
情
報
（
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
住
所
）
と
住
民
基

本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
情
報
が
相
違
し
、
住
民
票

コ
ー
ド
を
確
認
で
き
な
い
方

②
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の

方③ 

外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

　

ま
た
、
次
の
場
合
は
、
現
況

届
以
外
の
届
が
引
き
続
き
必
要

で
す
。

①
加
給
年
金
を
受
け
ら
れ
て
い

る
場
合
は
「
生
計
維
持
確
認
届
」

②
障
害
の
程
度
の
確
認
の
た
め

に
「
診
断
書
」
の
提
出
が
必
要

な
と
き

＊
提
出
が
必
要
な
届
出
は
、
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受

給
者
の
皆
様
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。

国民年金国民年金
インフォメーション

保健福祉のひろば

保健福祉課（直通）
　　 ☎ ３５-１０３２　
　　FAX３５-００１１ 　

国保係ー内線２５　戸籍係ー内線２９
保健係ー内線２６
福祉係ー内線２４・２８
生活環境係ー内線２８まで

お問合わせは

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
等
の
請
求

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救

済
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

特
別
遺
族
給
付
金
等
の
請
求

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

第
17
回
こ
く
み
ん
ね
ん

き
ん
イ
メ
ー
ジ
は
が
き

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

第
17
回
こ
く
み
ん
ね
ん

き
ん
イ
メ
ー
ジ
は
が
き

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

社
会
保
険
料
控
除
に
は
証
明
書

が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付

し
た
全
額
が
所
得
税
・
市
町
村

民
税
等
の
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
国
民
年
金

保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
今
年

１
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み

を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険

料
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社

が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同

様
に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
（
は
が

き
）
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら
毎

年
11
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

証
明
内
容
は
、
①
今
年
１
月

か
ら
10
月
２
日
ま
で
に
納
付
さ

れ
た
国
民
年
金
保
険
料
額
と
、

②
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

　

納
付
忘
れ
等
が
あ
る
場
合
も
、

年
内
に
納
付
す
れ
ば
、
今
年
分

の
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、
10
月
３

日
以
降
に
今
年
初
め
て
保
険
料

を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て
は
、

翌
年
２
月
初
旬
に
同
様
の
証
明

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
結

果
と
し
て
、
平
成
18
年
中
に
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
し
た

方
全
員
に
こ
の
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の
手
続
き
の
際
は
必
ず
こ
の
証

明
書
や
領
収
書
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

○
小
学
生
の
部
（
敬
称
略
）

優
秀
賞　

川
上 

大
和 

南
小
５
年

入　

選　

廣
田 

有
香 

南
小
５
年

入　

選　

大
和 

千
紗 

南
小
４
年

佳　

作　

吉
田 

拓
也 

南
小
４
年

○
中
学
生
の
部

入　

選　
　

澄 

知
保 

相
良
中
３
年

佳　

作　

山
下
奈
津
美 

相
良
中
２
年

佳　

作　

前
田 

里
香 

相
良
中
２
年

＊
入
選
作
品
は
、
く
ま
も
と
阪

神
百
貨
店
「
８
階
展
望
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
前
」
に
お
い
て
、
12
月

８
日
（
金
）
か
ら
12
月
14
日
（
木
）

ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
13
年
３
月
26
日
以
前
に

死
亡
さ
れ
た
場
合

・
特
別
遺
族
給
付
金
は
、
平
成

21
年
３
月
27
日
以
降
は
請
求
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

・
特
別
遺
族
給
付
金
（
特
別
遺
族

年
金
）
は
、
請
求
が
あ
っ
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
分
か
ら
の

支
給
に
な
り
ま
す
。
早
め
に
請

求
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
平
成
13
年
３
月
27
日
以
降
に

死
亡
さ
れ
た
場
合

・
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補

償
給
付
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
労
災
保
険
法
に
基
づ
く
遺
族
補

償
給
付
の
請
求
権
の
時
効
は
５

年
で
消
滅
し
ま
す
。

・
医
学
的
資
料
に
つ
い
て
は
、
法

律
上
の
保
存
年
限
（
エ
ッ
ク
ス
線
、

Ｃ
Ｔ
等
の
検
査
記
録
は
３
年
間
、

カ
ル
テ
は
５
年
間
）
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
限

り
早
急
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

○
現
在
療
養
中
の
労
働
者
の
場
合

　

石
綿
に
よ
る
病
気
に
か
か
り
、

現
在
療
養
し
て
い
る
労
働
者
の

方
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ
く

療
養
補
償
給
付
・
休
業
補
償
給

付
の
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
救
済
給
付
と
の
同
時
請
求
に

つ
い
て

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
に
つ
い
て
、

石
綿
ば
く
露
の
原
因
が
業
務
に

よ
る
も
の
か
、
業
務
以
外
の
原

因
に
よ
る
も
の
な
の
か
明
ら
か

で
な
い
場
合
に
は
、
労
災
保
険

法
に
基
づ
く
請
求
と
救
済
給
付

の
申
請
を
同
時
に
行
う
こ
と
も

可
能
で
す
。

【
問
合
せ
先
】　

﹇
特
別
遺
族
給
付
金
や
労
災
保
険

制
度
に
つ
い
て
﹈

熊
本
労
働
局

☎ 

０
９
６-

２
１
１-

１
７
０
１

労
働
基
準
監
督
署

☎ 

０
９
６
６-

２
２-

５
１
５
１

﹇
労
災
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い

方
へ
の
救
済
給
付
に
つ
い
て
﹈

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全

機
構

☎ 

０
１
２
０-

３
８
９-

９
３
１

国
民
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
原
則

不
要
と
な
り
ま
す

国
民
年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
原
則

不
要
と
な
り
ま
す
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　現在、乳がんは４０歳～６０歳代『働き盛りの世代』の女性がかかるがんの１位、子宮がんは

２０歳代から３０歳代の『若い世代』の女性がかかるがんの１位になっています。

　熊本県では、乳がんは毎年１３０人前後、子宮がんは毎年１００人前後の女性が尊い命を失っ

ています。

　乳がん・子宮がんは、早期発見・早期治療をすれば治る確率が高いがんです。あなたの大切な

人生をがんから守るために、１年に１回、検診を受けましょう。

　村では、下記のとおり住民検診を実施中です。

　検診を申し込んでいない方で受診を希望する方は、保健福祉課保健係（☎ 35 － 1032）までご

連絡ください。

≪女性のがん検診啓発講演会より≫　（平成 18 年 10 月 17 日　くまもと県民交流パレア）

＊ 検診受診率が高い市町村は、死亡率が低い。

＊ 子宮がんの検診対象年齢を 20 歳以上に拡大（以前は３０歳以上）

　・・・子宮がんはウイルス感染（ＨＰＶヒトパピローマウイルス）が深く関係。

　・・・性活動が活発な２０歳代の若年層に子宮がんが急増。

　・・・コンドームは感染予防と避妊に有効。

＊ 乳がんは女性の壮年層（３０～６４歳）のがん死亡原因のトップ。

　・・・乳がんは女性ホルモン（エストロゲン）が深く関係。

　・・・早期がんなら、ホルモン等薬物療法でがんが消えることもある。

　・・・早期がんなら、乳房を残す「乳房温存手術」ができる。

　・・・乳がんの予防方法なし。⇒自己検診と定期検診で早期発見・早期治療を。

　・・・乳がん体験者の会『あけぼの会熊本県支部』（☎ 096 － 385 － 0952）

＊熊大病院は、平成 18 年 8 月から『がん治療拠点病院』に。がん治療を強化、他病院を支援。

１年に１回、検診を受けましょう！～大切な人生をがんから守るために～

12月小児科在宅当番医

*3日　やまむら医院　　　　　　　（☎4 5 - 0 0 0 5）

10日　たかはし小児科内科医院　　（☎2 4 - 2 2 2 2）

17日　増田クリニック　　　　　　（☎2 2 - 3 5 7 0 ）

23日　公立多良木病院小児科　　　（☎4 2 - 2 5 6 0）

24日　堤病院附属九日町診療所小児科（☎4 5 - 0 0 0 5）

29日　やまむら医院　　　　　　　（☎4 5 - 0 0 0 5）

30日　人吉総合病院小児科　　　　（☎2 2 - 2 1 9 1 ）

31日　公立多良木病院小児科　　　（☎4 2 - 2 5 6 0）

○受診時間午前9時から午後5時まで○

＊受診される場合は、医療機関へ連絡してください。

少しでも変だと感じたら
 ためらわずに専門医の診察を受けましょう

検 診 種 別

各 種 検 診

検 診 期 間 検 診 機 関

公立多良木病院・人吉総合病院・高野病院・

日赤健康管理センター

人間ドック 平成 18 年 8 月～

　　　平成 19 年 2 月

平成 18 年 9 月～ 11 月 村内及び人吉市内の病医院
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　相良村では、村立四浦保育所「あざみ園」の民営化を次のとおり進めてまいります。

　本園の運営は、三位一体の改革の一環として、平成１６年度より国県補助金がカットされました。

そのため、現在の保育サービスを維持し向上させていくためには、現在の厳しい財政下において

限界に達している状況です。

　そこで、延長保育や幼児教育などの多様な保育ニーズに柔軟に対応できる民間へ移管する方向

で進めています。

　なお、民間移管先については、２年ほど前に村内の社会福祉法人を対象に民営化の話しを募っ

たところ、今回「なつめ保育園」より移管先として希望されたため、同園へ移管ということで手

続きを進めることになりました。

四浦保育所「あざみ園」の民営化についてのお知らせ四浦保育所「あざみ園」の民営化についてのお知らせ四浦保育所「あざみ園」の民営化についてのお知らせ

「公立保育所民営化に関するＱ＆Ａ」「公立保育所民営化に関するＱ＆Ａ」「公立保育所民営化に関するＱ＆Ａ」

　「あざみ園」の保護者の皆さんを対象に「なつめ保育園」と村執行部による説明会を実施しまし

た。そこで意見や質問等をいただきましたので、その中から主な内容をお知らせします。

問１　移管の時期はどうなるの？

　答　「あざみ園」の移管スケジュールとしては、新規保育所の認可申請などの手続きがあります

　　ので、平成 19 年 4 月 1 日を移管目標に「なつめ保育園」（社会福祉法人なつめ福祉会）へ引

　　き継いでいく方向で進めていきます。

問２　保育（教育）方針は現状のままにしてほしい。

　答　「あざみ園」の３０年間の歴史を尊重し、保護者の方々の意見を取り入れながら園児の立場

　　に立った保育を実施していきます。

問３　民営化によって、保育環境が急激に変わってしまいませんか？

　答　子どもたちへの影響を考慮して、現在の嘱託職員の方はそのまま４月以降も継続して勤務

　　していただき、各種行事等もできる限りそのまま実施するなど、引継ぎについては十分配慮

　　していきます。

問４　延長保育や土曜日保育はどうなるの？

　答　保護者の希望により延長保育については、毎週月曜から土曜日の朝７時から８時までと、

　　夕方６時から７時までの時間帯で実施します。また、土曜日保育も通常通り実施します。

　　　なお、延長保育の利用料は１回１００円で、土曜日保育の利用料は毎月の保育料の中に含

　　まれます。

問５　保育料はどうなるの？

　答　保育料は、村が保護者の所得額に応じて現行基準で決定するため、民営化されても変わり

　　ません。

問６　給食はどうなるの？

　答　これまでどおり「あざみ園」の調理室で作ります。

【問合せ先】保健福祉課福祉係　☎３５－１０３２

○
対
象
者　

平
成
18
年
４

月
２
日
以
前
か
ら
現
在
ま

で
本
村
の
住
民
で
あ
り
、

平
成
18
年
４
月
１
日
以
前

に
身
体
障
害
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
（
た
だ
し
、

施
設
入
所
者
は
該
当
し
ま

せ
ん
）

○
支
給
金
額　

５
千
円

○
期
日　

12
月
14
日
（
木
）

○
場
所
と
時
間　

・
役
場
村
民
ホ
ー
ル

　

午
前
９
時
〜
11
時　

・
四
浦
出
張
所
（
四
浦
保
育
所
）

　

午
後
２
時
〜
３
時　

○ 

持
っ
て
く
る
も
の　

手

帳
・
印
か
ん
（
代
理
受
領

も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場

合
も
手
帳
と
印
か
ん
を
預

か
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
）

【
問
合
せ
先
】
保
健
福
祉
課

福
祉
係

☎
３
５-

１
０
３
２　

福
祉
年
金
支
給

の
お
知
ら
せ

福
祉
年
金
支
給

の
お
知
ら
せ
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ご
存
知
で
す
か

e

‐T
a

x

パ
ソ
コ
ン
講
座
初
級
受

講
生
募
集

「
ご
存
知
で
す
か
？
検

察
審
査
会
」

平
成
18
年
度
第
３
回
危

険
物
取
扱
者
試
験
実
施

熊
本
県
麻
薬
・
覚
せ
い

剤
乱
用
防
止
運
動

お
知

　

  
ら
せ

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

経
済
産
業
省

　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本
県

　
　
　
　
　
　
　
　

相
良
村

　

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統

計
調
査
を
平
成

18
年

12
月

31

日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業

を
営
む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し

ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど

で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利

用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
様
か
ら
御
提
出
し
て
い
た

だ
く
調
査
票
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（e

-
T

a
x

）
」
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
税
に
関
す

る
各
種
手
続
（
①
所
得
税
、
法

人
税
、
消
費
税
、
酒
税
及
び
印

紙
税
の
申
告
、
②
全
税
目
の
納
税
、

③
申
請
・
届
出
等
）
が
自
宅
や

事
務
所
に
い
な
が
ら
に
し
て
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

e
-
T

a
x

に
関
す
る
詳
細
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、e

-
T

a
x

関
す
る
ご

質
問
に
つ
い
て
は
、
全
国
ど
こ

か
ら
で
も
市
内
通
話
料
金
で
利

用
で
き
る
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
詳
細
はe

-
T

a
x

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で

h
ttp

://w
w

w
.e

-ta
x
.n

ta
.g

o
.jp

○
ご
質
問
は
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
へ

☎ 

０
５
７
０-

０
１
５
９
０
１

【
平
日
（
祝
日
等
を
除
き
ま
す
。
）

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
】

【
全
国
一
律
市
内
通
話
料
金
】

　

人
吉
税
務
署

☎ 

０
９
６
６-

２
３-

２
３
１
１

　

税
務
相
談
室
八
代
分
室

☎ 

０
９
６
６-

２
２-

３
７
３
６

　

働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
初

級
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
程　

平
成
19
年
１
月
、
２

月
、
３
月
の
各
土
曜
日
の
う
ち

10
日
間

▽
時
間　

９
時
〜
16
時
（
６
日

間
）
９
時
〜
16
時
30
分
（
４
日

間
）

▽
会
場　

人
吉
球
磨
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー　

パ
ソ
コ
ン
教
室

▽
内
容　

初
級
編

　

ワ
ー
ド
（
文
書
作
成
）
・
エ
ク

セ
ル
（
表
計
算
）
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

＊
講
師
１
名
、
補
助
講
師
１
名

体
制
で
の
充
実
し
た
講
座
と
な

っ
て
い
ま
す
。

▽
募
集
人
員　

10
名
程
度

▽
受
付
開
始　

12
月
８
日
（
金
）

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▽
受
講
料　

９
，

０
０
０
円
（
教

科
書
代
４
，

０
０
０
円
を
含
む
、

申
込
の
時
に
納
入
）

【
問
合
わ
せ
先
】
職
業
訓
練
法
人

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

人
吉
市
相
良
町
１
２
５
３-
１

☎ 

２
２-

２
４
７
５

　

覚
せ
い
剤
や
シ
ン
ナ
ー
が
中

心
で
あ
っ
た
我
が
国
で
の
薬
物

乱
用
は
、
平
成
９
年
か
ら
始
ま

っ
た
第
三
次
覚
せ
い
剤
乱
用
期

と
前
後
し
、
錠
剤
型
の
合
成
麻

薬
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ
や
大
麻
が
若
者
を

中
心
に
広
が
る
と
と
も
に
、
麻

薬
及
び
向
精
神
薬
取
締
法
や
覚

せ
い
剤
取
締
法
等
の
法
律
で
規

制
を
受
け
な
い
違
法
ド
ラ
ッ
グ

が
一
般
に
流
通
す
る
な
ど
、
乱

用
薬
物
の
多
様
化
と
低
年
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、

熊
本
県
で
は
、
国
の
麻
薬
・
覚

せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
に
呼
応

し
て
10
月
か
ら
来
年
２
月
ま
で

の
５
ヶ
月
間
を
運
動
期
間
と
し

て
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
や

地
域
対
話
集
会
、
さ
ら
に
学
校

等
で
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
開

催
を
通
じ
て
、
薬
物
乱
用
の
な

い
「
く
ま
も
と
」
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ

っ
た
の
に
、
検
察
官
が
事
故
の

加
害
者
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ

な
い
（
不
起
訴
処
分
）
。
こ
の
よ

う
な
場
合
に
、
そ
の
不
起
訴
処

分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
。

そ
れ
が
検
察
審
査
会
制
度
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
人
吉
検
察
審
査
会

事
務
局

☎ 

２
３-

４
８
５
５

▽
試
験
の
種
類　

甲
種:

乙
種
第

１
類
〜
第
６
類:

丙
種

▽
試
験
日　

平
成
19
年
２
月
18

日(

日)

▽
場
所　

熊
本
市

▽
受
験
願
書
の
請
求
先　

消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
最
寄

の
消
防
本
部
（
消
防
署
）

▽
受
付
期
間　

平
成
19
年
１
月

４
日
（
木
）
〜
11
日(

木)

【
受
付
・
問
合
せ
先
】

〒
８
６
２-

０
９
７
６

熊
本
市
九
品
寺
１-

１
１-

４

熊
本
県
教
育
委
員
会
館
内

財
団
法
人
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー

熊
本
県
支
部

☎ 

０
９
６-

３
６
４-

５
０
０
５

　

・シンナー検挙者数は、全国的な減少

　傾向に反して、熊本は増加傾向。

・ＭＤＭＡの検挙者数は、昨年過去最

　高の１７人。内、９人が少年。

・大麻の密売者の大半は若者中心。

・覚せい剤の乱用は、横ばい状態で後

　を絶っていません。
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悪徳商法に注意！！　10

〈商品名〉携帯電話のアダルトサイト自動登録

〈相談者〉４７歳　女性　家事従事者

〈概　要〉中学生の娘が携帯電話からアイドルのランキングサイトにアクセスしたら、誤ってア

ダルトサイトにつながり、慌てて退会手続きをするため、表示されていた問合せ先に携帯電話

から電話をかけたところ、業者らしき男が出たので、『自分は間違って入ってしまいました。』

と言ったが、担当者が不在なので明日の朝またかけ直すように言われたとのこと。携帯電話の

画面には、３日以内に３８，０００円を支払わないと延滞料がつき１３８，０００円請求する

と記載されている。どうしたらよいか。

〈処理結果〉電子消費者契約法と未成年者契約の取消し及び携帯電話のトラブルについて説明。

契約は不成立だと考えられる為、請求は拒否するよう伝えた。不当請求の電話やメールが届く

場合は、一括拒否否定などをして、今後は業者との接触を避けるよう助言。

　【問合せ先】役 場 総 務 課 行 政 係　☎３５－０２１１　FAX ３５－００１１

　　　　　　  熊本県消費生活センター　☎０９６－３５４－４８３５

相談事例：未成年者の携帯電話アダルトサイト登録・・・・・通信販売

火災・救急・救助は１１９

消さないで　あなたの心の　注意の火

相良村・相良村消防団/人吉下球磨消防組合

外出時（就寝前）の
防火チェック表

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・

よし

よし

よし

よし

よし

よし

よし

１． ガスこんろは消したか？

２． ストーブ・ファンヒーターは消したか？

３． 電気コタツのコードは抜いたか？

４． 仏壇のろうそくは消したか？

５． タバコの灰皿の処理は？

６． 戸締まりは？

７． 家の周りは（ゴミ等の整理）？
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交通指導員として50年の回顧 みんな元気ばい！⑤みんな元気ばい！⑤みんな元気ばい！⑤
（交通安全協会相良支部長　内川　　次さん　満 80 歳）

自衛隊生徒募集

　この度の相良村合併 50 周年おめでとうございます。記念式典の際、私も交通指導員を始め５つの分野で

感謝状を戴きありがとうございました。

　私は交通指導員として、50 年の節目を迎えることとなりました。これも今まで指導員を共にした皆さん

のご協力のお陰だと思っております。また、私を支えてくれる家族の温かい理解と協力の賜と感謝してお

ります。旧国鉄に約 40 年間勤めて来ました。時には勤務前に朝の立番をして、朝食抜きで出勤することも

ありました。そして、昭和 56 年に退職し、それから 10 年間は毎朝、立番をして子供たちの安全を守って

きました。昭和 58 年には南小 PTA より感謝状も戴きました。

　これは、一寸したエピソードですが、平成 10 年に「さんまのからくり TV」のビデオレターで私共が放

映されました。それを見た村外に出ている南小･中学校の卒業生達から、「柳瀬橋交差点に毎朝立っておら

れたおじさんでしょう」と電話があり、感激しました。

　今でも、交通事故は後を絶ちません。今年本村では 2 件の交通死亡事故が発生しました。誠に残念です

が、死亡された方のご冥福をお祈りいたし

ます。悲惨な事故が起こらない安全、安心

の村になりますよう指導員として頑張りま

すので、よろしくお願いいたします。

　

１　応募資格　平成 19 年 4 月 1 日現在、15 歳以上 17 歳未満

　　（平成 2 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日までに生まれた男子）

２　採用予定数

　　ア　陸上自衛隊：約 250 名　　イ　海上自衛隊：約 50 名　　ウ　航空自衛隊：約 50 名

３　受付期間　平成 18 年 11 月 1 日（水）から平成 19 年 1 月 9 日（火）

４　試験内容

　（１）1 次試験

　　ア　試験期日：平成 19 年 1 月 13 日 ( 土 )

　　イ　試験場　：球磨地域振興局

　　ウ　試験科目：国語・社会・数学・理科・英語　⇒五捨択一（マークシート）

　　　　　　　　　作文　⇒　500 字程度　　　＊全科目とも中学校卒業程度

　　エ　1 次試験合格発表　平成 19 年 1 月 22 日（月）人吉地域事務所に掲示するとともに、本人宛に

　　　通知します。不合格者には、通知しません。

　（２）2 次試験

　　ア　試験期日：平成 19 年 1 月 26 日 ( 金 ) から 29 日 ( 月 ) の間の指定する 1 日

　　イ　試験場所：北熊本駐屯地

　　ウ　試験種目：口述試験（個別面接）・身体検査及び適性検査

　【問合せ先】人吉地域事務所　☎２２－４７０４

　　交通安全協会（現在指導員 24 名）

　としても毎月１、10、20 日の 3 日間村内

5 か所に立ち番し、毎月 3 回の指導車による

村内パトロールを実施しております。

　　皆さん、交通安全に務めましょう。

50年間ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。　　
内川芳次　ツヤ子様ご夫妻　　　　　　　　　（撮影　11月9日）
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31

★１２月は国民健康保険税第８期・固定資産税第３期
　の納付月です。納め忘れのないよう便利な口座振替
　のご利用を！
★保育料は毎月納期限内に収めましょう！保育料の納期
　は毎月２５日です。（２５日が土・日の場合は、翌日に
　なります。）

☆
「
ひ
の
く
に
・
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
」
・
・
・
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

特
設
人
権
相
談
所

開
設
し
ま
す

変更になる場合もあります。 ◆保健福祉関係　●教育委員会関係等12月の行事予定

天皇誕生日

大晦日

日 月 火 水 木 金 土

3 4 5 6 7 8 9

21

10 11 12 13 14 15 16

17

24

18 19 20 21 22 23

27 28 29 3025 26

◆椿の会(11:00
～12:00）吉田病
院　　　
●手編み教室（午
前）

●子育て講演会
「猿渡ヒサ子氏講
演 会 」1 0 : 0 0 ～
11:30・総合体育
館研修室
●相良村消防団
規律訓練（午後8：
00）総合運動公園
グラウンド

◆母子健康手帳
交付・母親学級(受
付9:00～9:20役
場１階保健室）～
11:00まで

●カラオケ教室
（午前）

●カラオケ教室
（夜間）

◆院内断酒会（午
後7:00～8:00）光
生病院　　　　
●子育て講演会

「岡崎光洋氏講演
会」14:00～15:30
総合体育館研修
室

●第54回球磨一
周市町村対抗熊
日駅伝大会

◆母子健康手帳
交付・母親学級(受
付9:00～9:20役
場１階保健室）～
11:00まで　　

◆断酒教室（午後
1:30～）人吉保健
所

◆1歳6か月児健
診（H17.3～5月生）

（ 受 付 1 3 : 2 0 ～
13:30）15:00まで
総合体育館1階研
修室
●カラオケ教室

（午前）

◆断酒友の会（午
後7:00～9:00）錦
町総合福祉セン
ター

◆椿の会(11:00
～12:00）吉田病
院　　
●手編み教室（午
前）

◆心の健康相談
（受付14:00～事
前予約）人吉保健
所　

◆断酒友の会（午
後7:00～9:00）錦
町総合福祉セン
ター　

●雨宮神社大祭

◆あすなろ会（午
後7:00～8:00）多
良木町保健セン
ター

◆社会保険出張相談(受
付9:00～11:30，13:00
～14:30）人吉総合病院
◆3～４か月児健診・
BCG接種(H18.8.6～
9.5生）（受付13:20～
13:30）総合体育館1階
研修室　

◆断酒友の会（午
後7:00～9:00）錦
町総合福祉セン
ター　
◆院内断酒会（午
後7:00～8:00）吉
田病院　　　

◆断酒友の会（午
後7:00～9:00）錦
町総合福祉セン
ター

◆心の健康相談
（受付14:00～事
前予約）人吉保健
所　　
◆精神障害者の
会（フレンド会）

（11:00～）人吉保
健所　　　　　
　　

◆社会保険出張
相談(受付9:00～
11:30，13:00～
14:30）多良木町
役場

◆断酒友の会（午
後7:00～9:00）錦
町総合福祉セン
ター

◆ダウン教室　
●カラオケ教室

（夜間）

●地域パトロールの日

●総合体育館休館日

●総合体育館休館日

●総合体育館休館日

●総合体育館休館日

●総合体育館休館日 ●総合体育館休館日

●総合体育館休館日

●地域子育ての日

●読書の日・ノー
テレビデー

●読書の日・ノー
テレビデー

●読書の日・ノー
テレビデー

●読書の日・ノー
テレビデー

人
権
週
間

▽
相
談
内
容　

い
じ
め
・
体
罰
・

配
偶
者
の
暴
力
、
隣
近
所
・
名
誉
・

信
用
、
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
部
落

差
別
、
障
害
者
・
高
齢
者
・
男
女
・

外
国
人
差
別
な
ど
の
人
権
問
題

を
は
じ
め
、
種
々
の
問
題

▽
日
時
場
所

12
月
６
日(

水)

10
時
〜
15
時

・
相
良
村　

畜
産
研
修
セ
ン
タ
ー

・
人
吉
市　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

・
錦　

町　

農
業
就
業
改
善
セ
ン

　
　
　
　
　

タ
ー

・
山
江
村　

れ
い
め
い
館

・
五
木
村　

役
場
２
階

　
　
　
　

  

職
員
厚
生
室

・
球
磨
村　

役
場
会
議
室

・
多
良
木
町　

役
場
１
階
会
議
室

・
湯
前
町　

保
健
セ
ン
タ
ー

・
水
上
村　

岩
野
公
民
館

12
月
８
日(

金)

10
時
〜
15
時

・
あ
さ
ぎ
り
町　

せ
き
れ
い
館

▽
主
催　

  

人
吉
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

相良村消防団年末警戒
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今
年
６
月
に
植
え
た
稲
が
黄
金
色
に
実
り
10

月
５
日
に
保
護
者
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
鎌
の
使
い
方
を
教
わ
り
な
が
ら
、
収
穫
し
ま

し
た
。

　

出
来
た
お
米
は
約
40
㎏
、
も
ち
米
は
約
115
㎏

で
し
た
。
こ
の
お
米
は
11
月
26
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
る
「
北
っ
子
秋
祭
り
（
収
穫
祭
）
」
で
、

お
に
ぎ
り
に
し
て
、
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
す
。

も
ち
米
は
、
そ
の
時
に
餅
つ
き
を
し
て
、
参
加
者

に
配
ら
れ
、
80
㎏
は
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
27
日
に
Ｊ
Ａ
く
ま
青
壮
年
部
相
良
支
部

の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
協
力
で
、
学
校
田
に
実
っ

た
稲
の
収
穫
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち

は
、
始
め
鎌
の
扱
い
が
と
て
も
お
ぼ
つ
か
な
い
手

つ
き
で
し
た
が
、
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
と
て
も
上

手
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
米
が
出
来
る
ま
で
の

た
く
さ
ん
の
苦
労
が
見
え
て
、
毎
日
食
べ
て
い
る

ご
飯
に
感
謝
で
き
る
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

稲
刈
り
体
験
を
し
た
子
供
た
ち
は
に
「
き
つ
か
っ

た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。」「
み
ん
な
で
協
力
し
合

っ
て
刈
っ
た
の
で
、
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
。」「
家

で
出
来
な
か
っ
た
け
ど
、
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た
。」

「
稲
刈
り
は
こ
ん
な
に
大
変
な
ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。」「
終
わ
っ
た
あ
と
の
お
に
ぎ
り
が
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
。
」
な
ど
、
感
想
を
書
い
て
い
ま
し

た
。

　

ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
フ
ィ

ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
荒
川
選
手
の
優
勝

で
始
ま
っ
た
今
年
の
ス
ポ
ー
ツ
。

Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
優
勝
。
サ

ッ
カ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
早

稲
田
実
業
の
高
校
野
球
制
覇
。
日

本
ハ
ム
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
制
覇
。

世
界
バ
レ
ー
な
ど
。
そ
れ
ぞ
れ
が

目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る
姿
は
す

ば
ら
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
西

武
の
松
坂
投
手
メ
ジ
ャ
ー
へ
。

私
は
何
を
頑
張
ろ
う
？
（
シ
ュ
ン
）

 

香
典
返
し
（
10
月
分
）

　

 

相
良
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

敬
称
略)

相良村の人口と世帯
（10月末現在）

世帯数  １，６９９世帯（△２）

男　性  ２，５６３人　（△４）

女　性  ２，９３２人　（△６）

合　計  ５，４９５人　（△10）

（　）内は、先月末との差

編

集

後

記

季
節
の
話
題

収
穫
の
秋
の
稲
刈
り

　

（
寄
付
者
） 

（
区
名
）

　

中
竹　

義
盛　

（
井
沢
区
）

　

山
口　

秀
信　

（
中
央
区
）

　

西　
　

政
男　

（
十
島
区
）

　

西　
　

安
市　

（
新
村
区
）

ひのくにピカピカ運動実施中！

前照灯早め点灯標準時刻表

平成18年9月1日～平成19年3月31日

夕
暮
れ
は
、

早
め
の
点
灯

安
全
運
転

12月   *1日～20日　　17:10

　　　21日～31日　　17:15

　1月   *1日～10日　　17:20

　　　11日～20日　　17:30

　　　21日～31日　　17:35

歩行者、自転
車は、反射材
で交通安全

北
小
学
校
全
児
童
で
体
験

南
小
学
校
５
年
生
の
稲
刈
り
体
験

竿掛けの作業は、なかなか大変です

慣れた手つきになってきました。


